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先輩の教えでもある「現場を見ろ」を徹底

　2023年4月1日付で代表執行役 執行役社長に就任いたしました先崎正文です。
私たちは今、昨年来の資本関係の変化に加え、米州の独自展開再開という、まさ
に「第2の創業」にあります。
　その好機を背景に、私たち自身の手で未来を創っていくという思いを強くし
ています。
　昨年度は専務COOの立場で当社のグループアイデンティティ策定や中期経
営計画の取りまとめを主導し、その中で当社のサステナビリティやCO2削減に
ついての方向付けも行ってきましたので、社長就任の打診があった時、気持ち
のうえでの準備はできていました。
　私は製造部門の経験が長く、現場を常に重視してきました。組み立て工程一つ
をとっても部品がきちんと揃っており、その部品が品質良くできていなければなり
ません。現場を訪れると、良い点ばかりでなく、作業のしにくさであるとか、これで
は良いモノはできないといった、不良や安全に対するリスクも見えてきます。
　営業部門に移ってからも、世界中にある50を超える販売拠点のほとんどに
足を運んできました。営業の現場では、お客さまに当社のサービスをきちんと
ご提案し、それが納得いただけるからこそ、契約の運びとなります。さまざまな
方とお話をすると、お客さまに認められていただけていないことや不満が多々
あることが分かってきます。その裏返しが我々スタッフの課題となります。大切
なことは、お客さま、そして代理店の信頼を裏切るようなことは絶対にあっては
ならないということです。
　このように、現場が「ここにも来てくれたか」と思うほど、広く多くの最前線
に出かけていきます。職制や組織を通じて上がってくる情報だけに頼らず、現
場、それも責任者というよりは先端の声が聞きたい。特に経験が長い製造現
場では、そうした気持ちが一層強くなります。これからも、お客さま、代理店に
も足しげく通っていきたいと思っています。
　現場にはすべてのエッセンスがあります。そして、現場の一つひとつの動作が

日立建機グループ 統合報告書2023 財務戦略／コーポレートデータ日立建機のビジョン 価値創造ストーリー サステナビリティへの取り組み 6

COOメッセージ



COOメッセージ

いかに効率良く、お客さまに認められ信頼されるような形になっているかを全
力でサポートするのが、私を含め間接部門の役割だと考えています。
　現場というすべての源に全員が向き合い、全精力を注いでいくことこそが、
やるべき経営スタイルであると信じています。「現場」、そして「信頼」の2つが、
私のモットーです。

「第2の創業」を起点として、
当社独自のグループアイデンティティを策定

　当社は「北中南米（米州）事業の独自展開」「資本構成の変化」により、「第
2の創業」へと大きく舵を切りました。
　この機会に改めて「日立建機とはどのような会社なのか」を掘り下げました。
当社の存在意義を明確にするため、社内の各層でのさまざまな議論を経て、
2022年 12月に「グループアイデンティティ」を策定しました。当社がめざす姿
を「継承」と「進化」の2つのキーワードでご説明していきましょう。
　私たちのありたい姿（ビジョン）「豊かな大地、豊かな街を未来へ」は変わ
るものではありません。これが「継承」にあたります。当社には、70年以上に
わたり、お客さまの要望に応じて建設機械を丁寧につくってきたという強みが
あります。この強みもしっかりと継承していきます。他方で、お客さまが望んで
いるのは、機械そのものを提供されることではなく、それによってお客さまが必
要とされている工事などを実行していくことと考えています。したがってお客さ
まにとっての安全性の向上や機械のライフサイクルにおけるコスト削減などに
寄与することにより、お客さま自身のアウトプットや生産性向上に深くコミット
し、お客さまのニーズを満たす解決策をきちんと提供していくこと、すなわち私
たちがソリューションプロバイダーになることを、私たちの使命（ミッション）と
定め直しました。ハードを提供するだけでなく、“提案していく”メーカーとなっ
ていくことを宣言したのです。

　この「進化」を成し遂げるため、製品の技術力はもとより、ソフトウェア技術
も含めたアジャイル型※の開発対応やDX対応が当然必要となってきます。こ
れらをトータルに提供できる体制を築くことも私たち自身の変革になります。
　これらの「継承」と「進化」の取り組みを通じて、新たな価値を創造し、安
全で持続可能な社会の実現に貢献していきます。
※ アジャイル型：短い期間でテストを繰り返しながらスピーディーに行う手法

「Kenkijinスピリット」を15年ぶりにブラッシュアップ

　「継承」と「進化」をグローバルに浸透していくためには、その実現を担う、
新たな人財像が必要であると考えました。
　そこで、当社グループ共通の行動規範として2008年に策定した「Kenkijin 

スピリット」も併せて見直しました。
　社員一人ひとりの心の拠り所を確認していく作業なので営業、製造、開発、間
接部門など7つのグループに分け、それぞれが自らの事業の中で何を重要視し
ているかをディスカッションし、個別にまとめていくという方法を採りました。
　すると不思議なことに、話が進むにつれて7つのグループとも最終的に
「Challenge、Customer、Communication」という3つの言葉に集約されていっ
たのです。「Kenkijinスピリット」として脈 と々培われてきた心構えが、「進化」
を遂げつつ「継承」されてきたことを、改めて感じました。こうやって再編集し
た「Kenkijinスピリット」を、「私たちの行動規範（スピリット）」として、グループ
アイデンティティの中で、正式に位置付けることとしました。
　これからは、“未来は分からない”を大前提に置くべきです。その時に必要
なのは、社会環境の変化に反応するスピード、そのスピードを支えるフレキシ
ブルさ、そして、“これをやらなければならない”というブレない構えです。こ
のベースとなるのがまさに3つの「C」で、これが従業員の腹にもっと落ちてい
くスタイルに出来上がれば、スピードもフレキシブルさも増していくに違いない
と考えています。

2つのターニングポイントを支えたのは

　米州の独自展開は非常に順調で、私たちの想定をはるかに上回る期待をい
ただき、強い追い風を受けていると認識しています。これに対して当社の生産
能力や必要とされるスペックで対応しきれていないのが現状で、良い意味での
プレッシャーを感じています。
　この局面で思い出されるのが、20年あまり前の欧州での体験です。
　日立建機は当時、日本、アメリカ、ヨーロッパの三極体制で展開しており、
ヨーロッパは伊・フィアットの農業機械・建機部門であるCNHグローバルとの
合弁で事業を行っていました。しかし、事業戦略の違いから、2002年に合弁を
解消し、当社独自で展開することになりました。私は、合弁解消後の欧州展開
の生産拠点となるオランダのアムステルダム工場を立ち上げるため、現地を頻
繁に訪問していました。
　欧州事業の先行きに私自身は大きな不安を感じていましたが、ふたを開け
てみると、有力代理店が当社のモノづくりと品質を信頼して契約を申し出てく
れるなど、状況は好転していきました。当時、現地で目の当たりにした追い風
を今でも良く覚えています。
　米州展開においても、2001年にディア社に販売権を移譲したことが、独自
展開につながっています。今回も、「このような機会を20年間待ち望んでいま
した」というお言葉を頂くほど、オレンジ色の機械に対する信頼は厚く、言葉に
表せないほどの心強さを感じています。
　この2つの出来事に共通するのが、当社が長年築き上げてきた、モノづくり
とブランドへの信頼であり、それらを支えてきた「Kenkijinスピリット」です。こ
の基盤のうえに「豊かな大地、豊かな街を未来へ」を実現し、さらなる持続的
な成長を遂げていきたいと考えています。
　当社の売上の80%以上が海外からであることを考えれば、現地の状況に精
通していなければ、何もできません。それには、ローカルのメンバーがもっと
もっと活躍できるような場が必要となります。そのような意味からも、本社の中
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における国境の高さをぐっと低くしていきたいと思っています。

日立建機ならではのカーボンニュートラル、
サーキュラーエコノミーを

　建設機械のリサイクル率は95%くらいに達していると認識しています。製品
の素材はほとんどが鉄です。より再生しやすい構造や素材への変更など、さら
に突き詰めていく余地が残されていると感じています。
　一方、スクラップ後のリサイクルだけを軸に考えるのではなく、長く使用する
ことにも取り組んでいます。建設機械の遠隔監視ソリューション「ConSite」
や部品再生、本体再製造を活用することで、本体稼働年数を長期化するので
す。これにより、廃棄物の削減や投入資源量の抑制により、最終的にCO2削
減につなげていきます。これこそが、サーキュラーエコノミーとカーボンニュー
トラルを組み合わせることができるメーカーならではのCO2削減であると考え
ています。
　カーボンニュートラルに向けてのもう一つの取り組みが、マイニングにおけ
るフル電動化です。鉱山で使用される大型ダンプトラックを、登坂路では車体
上部に搭載されたパンタグラフから電力を取り込んで走行させ、架線を設置し
ていない場所ではバッテリーで走行させるという、世界初の取り組みを実現し
ようとしています。まさに、「豊かな大地、豊かな街を未来へ」を具現化した取
り組みであると自負しています。

中期経営計画で価値を創造

　「豊かな大地、豊かな街を未来へ」に向けた価値創造の道筋を具体的な形
で示すために、今般、中期経営計画を新たに策定しました。

　私たちは新中期経営計画において、顧客に寄り添う革新的ソリューション
を提供し、ソリューションのツールとなるバリューチェーン事業に磨きをかけ、
米州をはじめとする世界で展開します。それを可能とする人・企業力を強化し
ます。
　新中期経営計画では、ESG経営のレベルもより高くしたいと考えています。
例えば「本体稼働年数を10年から15年に長期化」させてCO2削減につなげ
るなどの数値的目標も置きました。メーカーとしての責務として、社会から求め
られているカーボンニュートラルやサーキュラルエコノミーへの取り組みを行っ

てまいります。私が主導して策定した中期経営計画を、今度は、社長COOとし
て確実に実行し、ステークホルダーの皆さまに認めていただける会社をめざし
ます。そのためにも、外部への情報発信を改善し、ステークホルダーの皆さま
に、取り組んでいることやめざす姿をお伝えしていくことを強く意識していきた
いと考えています。
　オープンな姿勢を堅持し「日立建機はこうあるべきではないのか」など厳し
い意見も賜りながら、ステークホルダーの皆さまから「伸びる力」を頂き、より
良い会社をめざしていきます。
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